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凡
例

一
． 

本
目
録
は
学
習
院
大
学
史
料
館
が
所
蔵
す
る
「
大
鳥
圭
介
関
係
史
料
」
の
目
録
で

あ
る
。
史
料
群
の
来
歴
等
に
つ
い
て
は
「
大
鳥
圭
介
関
係
史
料
に
つ
い
て
」（『
学

習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
八
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）
を
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

一
． 

大
鳥
圭
介
関
係
史
料
は
、
大
鳥
蘭
三
郎
氏(

圭
介
孫)

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
、

当
館
で
購
入
し
た
も
の
、
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
構
成
さ
れ
る
。

一
． 

史
料
は
「
一
．
圭
介
差
出
書
簡
」「
二
．
書
簡
（
圭
介
差
出
以
外
）」「
三
．
日
記
・

記
録
」「
四
．
写
真
」「
五
．
書
籍
」「
六
．
系
図
・
家
譜
」「
七
．
絵
画
・
和
歌
」

「
八
．
領
収
書
等
」「
九
．
上
郡
関
係
」
の
項
目
に
分
類
し
た
。
な
お
、
書
簡
、
日

記
・
記
録
に
つ
い
て
は
内
容
よ
り
年
代
推
定
を
行
っ
た
。

一
． 

記
載
内
容
は
「
年
月
日
」、「
西
暦
」、「
史
料
名
」、「
作
成
（
差
出
）」、「
宛
名
（
受

取
）」、「
内
容
」、「
形
態
」、「
数
量
」、「
備
考
」、「
付
記
事
項
」、「
紀
要
等
掲
載
物
」、

「
請
求
番
号
」
の
順
序
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

一
． 

年
号
は
原
史
料
表
記
に
か
か
わ
ら
ず
十
↓
一
〇
、十
一
↓
一
一
の
よ
う
に
表
記
し

た
。

一
． 「
史
料
名
」
欄
は
原
史
料
の
通
り
記
し
、
表
題
が
な
い
史
料
に
つ
い
て
は
仮
表
題

を
記
し
、（　
　

）
内
に
記
載
し
た
。
た
だ
し
、書
簡
に
つ
い
て
は
書
簡
と
記
し
た
。

一
． 「
内
容
」
は
概
略
を
記
し
た
。

　
　

・ 

書
簡
の
翻
刻
は
近
松
鴻
二
当
館
客
員
研
究
員
が
担
当
し
た
。
書
簡
翻
刻
は
『
学

習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
八
号
よ
り
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第

二
一
号
に
順
次
掲
載
予
定
で
あ
る
。

　
　

・ 

日
記
に
つ
い
て
は
、
福
本
龍
著
『
明
治
五
年
・
六
年
大
鳥
圭
介
の
英
・
米
産
業

視
察
日
記
』（
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
六
月
三
〇
日　

国
書
刊
行
会
）
に

お
い
て
一
部
が
内
容
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　

・ 「
南
柯
紀
行
」
の
翻
刻
は
、
藤
實
久
美
子
当
館
客
員
研
究
員
が
担
当
し
た
。「
南

柯
紀
行
」
翻
刻
は
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
八
号
よ
り
順
次
掲
載
予

定
で
あ
る
。

　
　

・ 「
大
鳥
圭
介
肖
像
・
葬
儀
写
真
」
は
学
習
院
大
学
史
料
館
編
『
幕
末
明
治
の
古

写
真　

激
動
の
時
代
を
生
き
た
人
々
』（
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三
月
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
．「
備
考
」
は
年
代
推
定
根
拠
や
同
封
事
項
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
。

一
．「
付
記
事
項
」
に
は
封
筒
の
有
無
、
史
料
の
大
き
さ
等
を
記
し
た
。

一
． 「
紀
要
等
掲
載
物
」
に
は
、
本
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
記
し
た
。
な
お
、

書
籍
に
つ
い
て
は
、『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
一
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
所
蔵
先
等
を
記
し
た
。

一
． 「
請
求
番
号
」
は
本
史
料
の
史
料
番
号
で
あ
る
。
閲
覧
等
の
場
合
は
、
こ
の
番
号

に
よ
り
請
求
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
． 

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
り
、兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
「
大
鳥
圭
介
資
料
館
」
の
方
々

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
． 
本
目
録
の
作
成
に
は
、
歴
代
の
当
館
助
手
・
嘱
託
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
が
従
事
し
た
。

最
終
的
な
校
訂
は
長
佐
古
美
奈
子
が
行
っ
た
。

大
鳥
圭
介
関
係
史
料
目
録
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一
、
圭
介
差
出
書
簡

年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治
二
九
年
二
月
二
九
日

一
八
九
六

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府

民
政
局
外
事
課　

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
が
無
事
着
台
し
た
こ
と
と
参
事
官
拝
命
を
祝

す
。
圭
介
と
富
士
太
郎
夫
人
良
子
の
近
況
を
伝
え
る
。

台
湾
総
督
府
参
事
官
樺
山
資
英
の
帰
京
と
、
台
湾
出
兵

に
参
加
し
た
杉
村
濬
か
ら
聞
い
た
台
湾
の
話
、
朝
鮮
混

乱
の
情
勢
な
ど
を
記
す
。
官
吏
と
し
て
の
心
得
を
説
く
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
①

045-59

明
治
二
九
年
四
月
二
六
日

一
八
九
六

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
県

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
の
台
北
県
書
記
官
拝
命
を
祝
す
。
家
族
の
近

況
、
杉
村
濬
が
台
湾
総
督
府
事
務
官
三
等
官
を
拝
命
し
、

近
く
赴
任
す
る
の
で
依
頼
の
品
を
託
す
旨
。
国
内
の
政

治
情
勢
お
よ
び
朝
鮮
・
欧
州
・
ア
フ
リ
カ
の
情
勢
を
記

す
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
②

045-60

明
治
二
九
年
五
月
一
六
日

一
八
九
六

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
県
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
の
痔
疾
全
快
を
祝
す
。
摂
養
専
一
の
こ
と
。

東
京
は
じ
め
諸
県
の
天
候
不
順
の
模
様
、
家
族
の
近
況

を
伝
え
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
③

045-62

明
治
二
九
年
六
月
二
九
日

一
八
九
六

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
府

大
鳥
富
士
太
郎
殿

東
京
は
梅
雨
中
、
昨
日
は
夏
の
よ
う
な
気
温
で
あ
っ
た
。

過
日
淡
水
支
庁
長
を
拝
命
の
由
、
同
地
は
海
岸
な
の
で

少
し
は
涼
し
い
の
で
は
。
先
日
伊
藤
博
文
総
理
と
西
郷

従
道
海
軍
大
臣
が
訪
台
し
た
の
で
、
そ
の
時
の
景
況
を

聞
き
た
い
。
東
京
の
形
勢
別
段
面
白
い
こ
と
は
な
い
。

家
族
の
近
況
を
伝
え
る
。

状

１

封
筒
に
台
北
県
庁
へ
配
達
す
べ
き
旨

の
貼
紙
二
つ
あ
り
。

封
筒
と
も

紀
要

18
号
④

045-61

明
治
二
九
年
八
月
三
〇
日

一
八
九
六

書
簡

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
府

大
鳥
富
士
太
郎
殿

庁
中
で
死
者
が
出
た
よ
う
だ
が
、
健
康
で
何
よ
り
。
国

府
津
の
別
荘
に
滞
在
中
。
来
月
二
、三
週
間
ほ
ど
出
京

し
て
橋
口
氏
と
会
い
色
々
聴
く
つ
も
り
で
あ
る
。
近
々

内
閣
が
替
わ
り
、
黒
田
清
隆
が
総
理
大
臣
に
な
り
そ
う

だ
。
若
し
余
裕
が
あ
れ
ば
為
替
に
て
送
金
願
い
た
い
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑤

045-77

明
治
二
九
年
九
月
一
三
日

一
八
九
六

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
府

大
鳥
富
士
太
郎
殿

大
阪
以
東
岐
阜
・
愛
知
県
洪
水
甚
し
く
、
福
井
県
、
東

北
地
方
水
害
発
生
の
こ
と
。
良
子
の
渡
台
の
件
、
実
父

齋
藤
良
知
氏
が
拓
殖
務
省
に
奉
職
し
、
近
日
中
に
台
湾

へ
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
同
伴
で
、
本
月

二
三
日
日
本
郵
船
に
て
神
戸
出
帆
の
旨
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

20
号
①

045-76

明
治
二
九
年
一
〇
月
七
日

一
八
九
六

書
簡

東
京
府
麻
布

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
県
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

良
子
は
九
月
二
六
日
出
発
し
、
寄
港
地
の
神
戸
・
宇
品

よ
り
手
紙
が
着
た
。
富
士
太
郎
が
参
事
官
に
転
任
し
、

淡
水
庁
長
を
兼
任
へ
の
慶
賀
。
富
士
太
郎
の
内
地
転
任

の
志
、
尤
も
で
あ
る
が
、
考
え
も
の
で
も
あ
る
。
樺
山

資
紀
氏
が
内
務
大
臣
に
な
り
、
西
郷
従
道
氏
も
秘
書
官

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
の
松
方
正
義
内
閣
は
色
々

諫
論
が
万
全
と
は
言
え
な
い
の
で
、
今
暫
く
形
勢
を
観

望
し
た
方
が
良
い
。
橋
口
氏
に
も
面
会
し
、
富
士
太
郎

の
件
を
内
談
す
る
旨
。
桂
太
郎
台
湾
総
督
は
辞
職
を
決

心
し
、
次
は
奥
保
鞏
中
将
が
任
命
と
の
評
判
。
興
亜
会

の
創
立
者
曾
根
俊
乕
氏
が
来
訪
。
伊
崎
良
熈
中
佐
が
今

度
越
後
村
松
ヘ
第
三
十
聯
隊
長
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

20
号
②

045-75

明
治
二
九
年
一
〇
月
二
三
日

一
八
九
六

書
簡

国
府
津　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
淡
水
支
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
夫
人
良
子
無
事
台
湾
着
、
重
畳
で
あ
る
。
気

候
不
慣
れ
故
健
康
第
一
に
。
乃
木
希
典
中
将
が
台
湾
総

督
に
就
任
し
た
の
で
、
人
事
の
更
新
が
あ
り
、
富
士
太

郎
の
内
地
転
任
の
可
能
性
が
あ
る
。
自
分
は
大
隈
重
信

と
懇
意
な
の
で
、
な
ん
と
な
く
匂
わ
せ
て
お
く
の
で
、

来
春
ま
で
辛
抱
す
る
よ
う
に
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑥

045-57
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治
二
九
年
一
〇
月
二
五
日

一
八
九
六

書
簡

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
淡
水
支
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

学
習
院
生
徒
一
柳
讓
二
が
台
湾
貿
易
株
式
会
社
員
と
し

て
出
張
に
つ
き
、
紹
介
状
を
付
す
。
同
人
の
父
（
一
柳

末
徳
氏
）
と
は
懇
意
な
の
で
、
周
旋
を
依
頼
。

状

１

冒
頭
部
外
れ

封
筒
と
も

紀
要

20
号
③

045-78

明
治
二
九
年
一
一
月
九
日

一
八
九
六

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
淡
水
支
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

家
族
無
事
。
一
〇
月
末
に
帰
京
、
一
一
月
三
日
の
天
長

節
に
陪
席
、
一
一
日
の
菊
花
の
宴
に
拝
宴
し
た
。
台
湾

で
ペ
ス
ト
流
行
の
由
、
大
い
に
心
配
し
て
い
る
。
内
地

転
任
の
件
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
子
供
達

を
連
れ
て
国
府
津
へ
行
き
、
例
の
蜜
柑
を
賞
玩
す
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑦

045-56
明
治
二
九
年
一
一
月
二
〇
日

一
八
九
六

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
淡
水
支
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

台
湾
で
熱
病
流
行
の
こ
と
新
聞
紙
上
に
出
て
い
る
が
、

壮
健
の
由
一
同
大
喜
び
し
て
い
る
。
内
地
奉
職
・
外
務

省
へ
の
然
る
べ
き
口
の
こ
と
尽
力
す
る
。
誕
生
し
た
六

女
の
鴻
、
す
こ
ぶ
る
肥
大
に
て
壮
健
で
あ
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑧

045-58

明
治
二
九
年
一
二
月
一
八
日

一
八
九
六

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
淡
水
支
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

東
京
は
寒
気
が
増
し
、
ス
ト
ー
ブ
を
焚
い
て
い
る
。
送

付
の
銀
製
の
飾
り
物
、
子
供
達
が
大
喜
び
し
て
い
る
。

依
頼
の
ゴ
ム
合
羽
な
ど
は
速
や
か
に
買
い
調
え
る
。
齋

藤
老
人
の
病
気
は
心
配
で
あ
る
。
内
地
あ
る
い
は
外
国

へ
の
転
任
の
こ
と
は
彼
是
考
慮
中
。
年
末
年
始
は
国
府

津
で
過
ご
す
つ
も
り
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑨

045-39

明
治
三
〇
年
五
月
一
二
日

一
八
九
七

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
澎
湖
島
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

六
月
中
旬
ま
で
膨
湖
島
出
張
の
由
、
同
島
の
風
習
な
ど

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
為
替
金
百
三
八
円
落
手
。
過
日
鉱

毒
の
検
査
師
の
内
訌
や
お
茶
の
水
の
殺
人
事
件
の
こ
と

新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
る
。
台
南
で
ペ
ス
ト
流
行
の

事
、
心
配
し
て
い
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑩

045-40

明
治
三
〇
年
五
月
二
三
日

一
八
九
七

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
澎
湖
島
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

和
哥
・
鴻
両
児
流
行
の
麻
疹
に
罹
っ
た
が
、
無
事
平
癒
。

富
士
太
郎
の
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
は
熟
慮
中
。
官
報

に
総
督
秘
書
官
兼
参
事
官
へ
の
転
任
の
事
が
載
り
、
大

慶
で
あ
る
。
三
年
辛
抱
す
れ
ば
、
道
が
開
け
る
。
富
士

太
郎
の
所
得
税
を
半
季
分
払
い
入
れ
た
。
二
一
日
に
国

府
津
に
来
て
、
毎
日
近
郊
を
散
歩
し
て
面
白
く
暮
ら
し

て
い
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑪

045-41

明
治
三
〇
年
六
月
六
日

一
八
九
七

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
澎
湖
島
庁

大
鳥
富
士
太
郎
殿

家
族
無
事
。
乃
木
総
督
七
月
中
に
上
京
の
由
、
富
士
太

郎
が
随
行
で
き
れ
ば
一
同
大
喜
び
で
あ
る
。
台
北
会
計

課
の
曲
事
杉
山
氏
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
か
、
驚
い

て
い
る
。
東
京
に
て
も
鉱
毒
検
査
員
の
争
い
も
一
段
落

し
た
が
、
遠
か
ら
ず
難
題
が
起
こ
り
そ
う
だ
。
台
南
の

ペ
ス
ト
の
件
一
同
心
配
し
て
い
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑫

045-51

明
治
三
〇
年
九
月
一
三
日

一
八
九
七

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
府

大
鳥
富
士
太
郎
殿

基
隆
安
着
の
由
、
一
同
安
堵
、
摂
養
専
一
に
。
子
供
達

が
帰
京
し
た
後
、
国
府
津
に
一
人
滞
在
し
て
い
た
九
月

八
日
暁
暴
風
雨
に
襲
わ
れ
、
終
夜
戸
扉
を
押
さ
え
て
い

た
。
国
府
津
・
東
京
の
宅
と
も
に
特
に
被
害
は
な
か
っ

た
が
、
東
海
道
筋
は
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
。
乃
木
総

督
か
ら
然
る
べ
き
伝
言
が
あ
っ
た
が
、
杉
村
氏
の
身
分

に
つ
い
て
状
況
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
手
の
打
ち
よ

う
が
な
い
。
委
し
い
こ
と
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑬

045-44
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治
三
〇
年
一
〇
月
四
日

一
八
九
七

書
簡

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府

民
生
局

大
鳥
富
士
太
郎
殿

今
回
の
暴
風
雨
国
府
津
の
庭
前
の
小
川
の
岸
が
崩
れ
修

繕
に
三
〇
〇
円
懸
っ
た
。
良
子
夫
人
前
々
か
ら
の
英
語

の
稽
古
も
十
分
に
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
富
士
太
郎

の
将
来
の
こ
と
、
樺
山
氏
に
内
話
す
る
つ
も
り
。
今
暫

く
台
湾
で
形
勢
を
見
た
上
で
、
方
向
を
立
て
る
の
が
よ

い
と
思
う
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑭

045-42

明
治
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日

一
八
九
七

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
総
督
府

大
鳥
富
士
太
郎
殿

先
便
の
内
地
転
勤
の
こ
と
、
尤
も
で
あ
る
が
、
今
の
内

閣
の
状
況
で
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
今
暫
く
耐
忍
し

て
ほ
し
い
。
過
日
杉
村
氏
が
来
訪
し
た
。
台
湾
の
こ
と

や
、
彼
自
身
の
事
を
聴
い
た
。
県
知
事
へ
転
任
の
説
も

あ
る
が
、
内
情
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

18
号
⑮

045-54

明
治
三
一
年
四
月
一
八
日

一
八
九
八

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府　

大
鳥
富
士
太
郎
殿

台
湾
へ
無
事
に
帰
任
し
た
旨
の
慶
賀
、
富
士
太
郎
妻
良

子
は
小
石
川
の
実
家
へ
里
帰
り
し
て
い
る
旨
、
自
分
も

墓
参
り
の
た
め
、
帰
郷
す
る
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
①

045-53

明
治
三
一
年
七
月
一
日

一
八
九
八

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
民
政
局

官
舎
二
種
第
六
号

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
が
五
月
以
来
二
度
マ
ラ
リ
ア
に
罹
っ
て
い
る

こ
と
を
心
配
し
、
直
ち
に
帰
京
す
る
よ
う
に
電
報
を

打
っ
た
旨
。
病
気
療
養
の
た
め
の
一
時
帰
京
が
許
さ
れ

な
け
れ
ば
、
辞
職
し
て
で
も
帰
京
す
る
よ
う
に
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
②

045-47

明
治
三
一
年
七
月
七
日

一
八
九
八

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府

民
生
局
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

過
日
来
台
湾
で
の
官
吏
の
罷
免
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
辞
職
は
面
白
く
な
い
時
期
だ
が
、
身
体
に
は
か
え

が
た
い
の
で
、
熟
考
す
る
よ
う
に
。
東
京
は
暑
い
の
で
、

舞
子
辺
り
で
療
養
し
た
ら
ど
う
か
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
③

045-48

明
治
三
一
年
八
月
一
日

一
八
九
八

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府

二
種
六
号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
妻
良
子
が
九
月
頃
に
渡
台
し
た
い
と
希
望
し

て
い
る
の
で
、
杉
村
濬
氏
が
帰
台
の
折
の
同
行
を
考
え

て
い
る
。
児
玉
源
太
郎
台
湾
総
督
の
出
京
状
況
の
問
い

合
わ
せ
の
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
④

045-49

明
治
三
一
年
八
月
二
八
日

一
八
九
八

書
簡

神
奈
川
県

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
二
種
六
号

官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

台
湾
で
は
八
月
七
日
、
八
日
に
暴
雨
風
が
あ
り
、
多
数
の

死
傷
者
が
出
た
こ
と
へ
の
驚
き
。
良
子
の
渡
台
同
行
者
と

考
え
て
い
た
杉
村
濬
氏
の
帰
任
が
疑
わ
し
く
な
っ
て
き
た

旨
。
富
士
太
郎
の
高
等
官
五
等
の
昇
叙
上
奏
へ
の
慶
賀
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑤

045-46

明
治
三
一
年
九
月
一
六
日

一
八
九
八

書
簡

東
京
鳥
居
坂

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
第
二
種
七

号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

良
子
の
渡
台
の
同
行
者
が
な
く
、
困
っ
て
い
る
こ
と
。

児
玉
総
督
上
京
に
富
士
太
郎
が
随
行
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
良
子
の
渡
台
を
延
期
す
る
の
で
、
予
定
が
わ
か
り

次
第
知
ら
せ
て
ほ
し
い
旨
。
ま
た
、
富
士
太
郎
の
病
気

が
再
発
し
、
休
暇
取
得
が
難
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
辞

職
も
や
む
を
得
な
い
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑥

045-45

明
治
三
一
年
一
〇
月
一
八
日

一
八
九
八

書
簡

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府

官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

良
子
が
無
事
台
湾
に
つ
き
安
堵
し
た
。
後
藤
新
平
が
台

湾
よ
り
帰
京
し
、
来
訪
し
た
の
で
、
台
湾
の
状
況
を
聞

い
た
。
国
府
津
の
別
荘
を
引
き
上
げ
、
東
京
の
本
宅
へ

戻
る
。
本
宅
は
鈴
木
鈴
が
家
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑧

045-63

明
治
三
一
年
一
一
月
一
五
日

一
八
九
八

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府

第
二
種
七
号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

一
一
月
初
旬
に
立
見
尚
文
中
将
と
太
田
、
横
沢
氏
が
来

訪
し
た
の
で
、
台
湾
の
状
況
を
聞
い
た
。（
一
一
月
八

日
に
）
山
縣
有
朋
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
が
、
山
縣
総

理
と
児
玉
総
督
は
縁
故
が
あ
る
の
で
、
富
士
太
郎
に
は

都
合
が
よ
い
で
あ
ろ
う
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑨

045-82
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治
三
一
年
一
一
月
二
四
日

一
八
九
八

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
民
政
部

第
二
種
七
号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

後
藤
氏
が
、
四
、五
日
の
内
に
帰
台
す
る
旨
。
政
局
の

大
舞
台
の
早
変
わ
り
に
よ
り
、
政
務
が
滞
っ
て
大
迷
惑

か
と
察
す
る
。
樺
山
資
紀
氏
が
文
部
大
臣
に
就
任
し
た

旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑩

045-43

明
治
三
一
年
一
二
月
一
七
日

一
八
九
八

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
第
二
種
七

号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

齋
藤
老
人
が
一
二
月
九
日
に
出
発
し
た
旨
。
台
湾
総
督

勤
務
の
高
橋
昌
氏
が
近
日
中
に
台
湾
に
向
か
わ
れ
る
の

で
、
頼
ま
れ
た
股
引
を
託
し
た
旨
。
地
租
改
正
の
件
が

近
々
決
ま
れ
ば
、
米
価
が
下
が
り
、
貧
民
が
大
幸
福
、

地
主
が
困
る
で
あ
ろ
う
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑪

045-64

明
治
三
二
年
一
月
二
日

一
八
九
九

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
二
種
七
号

官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

元
日
に
先
の
将
軍
徳
川
慶
喜
様
に
拝
顔
し
、
誠
に
懐
慕

の
感
に
堪
え
な
か
っ
た
こ
と
。
議
会
で
増
税
案
が
両
院

を
通
過
し
た
旨
。
後
藤
新
平
台
湾
民
政
局
長
に
面
会
し

た
旨
。
台
湾
原
住
民
の
叛
乱
が
な
か
な
か
終
息
し
な
い

旨
な
ど
。

状

４

同
封
一

：

三
男
六
三
よ
り
長
兄
大
鳥

富
士
太
郎
・
良
子
夫
妻
宛
書
簡　

同
封
二

：

鈴
木
鈴
よ
り
大
鳥
良
子
宛

書
簡　

同
封
三

：

五
女
い
な
よ
り
大
鳥
良
子

宛
書
簡　

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑫

045-55

明
治
三
二
年
一
月
二
三
日

一
八
九
九

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
第
二
種
七

号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

政
界
は
一
時
沈
静
し
て
い
る
が
、
閉
会
後
多
少
の
波
風

変
動
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
旨
。
勝
海
舟
が
去
る
一
九
日

に
亡
く
な
り
「
法
螺
之
大
将
軍
」
を
失
っ
た
。
都
鄙
と

も
米
価
が
下
落
し
た
が
、
購
買
力
が
な
く
不
景
気
で
あ

る
旨
な
ど
。

状

３

同
封
一

：

鈴
木
鈴
よ
り
大
鳥
良
子
宛

書
簡　

同
封
二

：

い
な
よ
り
大
鳥
良
子
宛
書

簡

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑬

045-65

明
治
三
二
年
三
月
一
日

一
八
九
九

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
第
二
種
七

号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

野
村
清
國
氏
の
奉
職
に
つ
い
て
。
昨
二
八
日
は
圭
介
の

六
八
歳
の
誕
生
日
で
、親
戚
一
同
が
小
宴
会
を
し
、祝
っ

た
こ
と
。
議
会
は
三
月
九
日
ま
で
延
長
と
な
り
、
議
員

歳
費
二
千
円
増
額
が
内
定
し
た
こ
と
へ
の
嘆
息
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑭

045-66

明
治（
三
二
）年
三
月
二
二
日

一
八
九
八

書
簡

国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府

民
政
局

大
鳥
富
士
太
郎
殿

樺
山
資
紀
氏
ヘ
面
晤
し
た
。
杉
村
濬
氏
が
台
湾
総
督
府

外
事
課
々
長
と
し
て
近
日
赴
任
予
定
。
樺
山
が
再
ひ
台

湾
へ
参
る
の
か
、
あ
る
い
は
拓
殖
大
臣
と
に
就
任
す
る

の
か
し
か
と
不
明
。
朝
鮮
が
紛
糾
し
て
お
り
、
新
政
府

は
長
持
し
な
い
で
あ
ろ
う
旨
な
ど
。

状

３

年
次
不
載
、
添
付
の
切
手
が
二
銭
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
二
年
四
月

以
前
と
推
定
。
杉
村
濬
は
三
二
年
に

台
湾
総
督
府
事
務
官
よ
り
外
務
省
通

商
局
長
に
復
職
す
る
こ
と
か
ら
、
明

治
三
二
年
と
推
定
。

同
封
一

：

大
鳥
冨
士
太
郎
宛
大
鳥
良

子
書
翰　

明
治
三
二
年
九
月
二
九

日　

帰
京
の
件
に
つ
い
て
、
父
上
も

色
々
御
心
配
し
、
樺
山
氏
杉
村
氏
に

相
談
し
て
い
る
。
翻
訳
官
も
あ
ま
り

面
白
い
御
仕
事
で
は
な
さ
そ
う
だ
と

の
事
。
い
ず
れ
御
満
足
で
き
る
口
が

あ
っ
て
か
ら
帰
京
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
自
分
は
い
つ
で
も

台
湾
へ
行
く
の
で
、
ど
の
よ
う
な

決
心
す
る
か
返
事
を
聞
き
た
い
旨
。

同
封
二

：

大
鳥
冨
士
太
郎
宛
大
鳥
良

子
書
翰 

明
治
三
二
年
十
月
一
日　

自
分
の
渡
台
は
い
つ
で
も
よ
く
、
な

る
べ
く
早
く
い
き
た
い
が
、
富
士
太

郎
の
決
心
次
第
で
あ
る
。
父
上
の
話

に
よ
れ
ば
大
臣
の
変
動
が
あ
り
そ
う

な
の
で
、
良
い
就
職
口
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
旨
。

封
筒
と
も

紀
要

20
号
④

045-79
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治
三
二
年
九
月
二
七
日

一
八
九
九

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府　

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
三
案
。
一

：

秘
書
官
を
継
続
し
て
時
期
を
待
つ
こ
と
、
一

：

高
等
文

官
試
験
を
受
け
る
こ
と
、
一

：

外
務
省
で
翻
訳
官
を
勤

め
、
四
年
後
尋
常
の
高
等
官
の
位
置
を
得
る
こ
と
。
い

ず
れ
か
熟
考
す
る
こ
と
。
本
日
樺
山
資
紀
に
面
会
し
、

富
士
太
郎
の
職
に
つ
い
て
周
旋
を
依
頼
し
た
が
、
樺
山

氏
の
話
で
は
秘
書
官
の
口
も
な
い
。
履
歴
書
を
回
す
よ

う
に
。
杉
村
氏
に
も
相
談
し
、
翻
訳
官
を
す
す
め
ら
れ

た
が
、
面
白
い
仕
事
で
は
な
い
ら
し
い
。
近
日
中
に
総

督
に
も
問
い
合
わ
せ
す
る
つ
も
り
で
あ
る
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑮

045-71

明
治
三
二
年
一
一
月
二
〇
日

一
八
九
九

書
簡

相
州
国
府
津

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府
官

舎大
鳥
富
士
太
郎
殿

神
戸
で
ペ
ス
ト
が
発
生
し
た
こ
と
。
杉
村
氏
が
樺
山
文

部
大
臣
に
富
士
太
郎
奉
職
を
依
頼
し
た
。
外
務
省
秘
書

官
に
欠
員
は
な
い
が
、
圭
介
か
ら
青
木
周
蔵
外
務
大
臣

に
直
談
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ

と
。
富
士
太
郎
が
秘
書
官
で
良
い
の
で
あ
れ
ば
、
青
木

大
臣
に
依
頼
す
る
の
で
、
速
や
か
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑯

045-38

明
治（
三
二
）年
一
二
月
一
六
日
一
八
九
九

書
簡

東
京

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
二
種
七
号

官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
が
外
務
秘
書
官
高
等
官
四
等
以
上
の
職
を
希

望
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
こ
ち
ら
か
ら
杉
浦
氏
、
樺

山
大
臣
、
青
木
大
臣
へ
依
頼
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

条
件
等
を
申
し
出
る
こ
と
は
難
し
い
旨
諭
す
。
圭
介
の

意
見
は
一

：

現
職
を
辞
め
て
、
帰
京
の
上
外
交
官
試
験

を
受
け
る
、
二

：

無
条
件
で
秘
書
官
に
転
任
、
三

：

官

途
を
去
り
民
間
の
会
社
に
入
る
こ
と
。

状

２

同
封

：

追
啓
昨
夜
熟
考
し
、
こ
の
ま

ま
外
務
秘
書
官
に
転
任
し
、
つ
い

で
外
交
官
試
験
を
受
験
す
る
の
が
よ

い
。
異
存
が
な
け
れ
ば
青
木
大
臣
へ

内
談
す
る
。

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑰

045-72

明
治
三
二
年
一
二
月
二
八
日

一
八
九
九

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

先
の
手
紙
で
記
し
た
件
、
青
木
大
臣
更
迭
の
噂
が
あ
る

の
で
、
富
士
太
郎
の
進
退
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
猶
予

が
必
要
で
あ
る
旨
。
本
日
御
陪
食
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た

旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑱

045-73

明
治
三
三
年
三
月
一
九
日

一
九
〇
〇

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
二
種
七
号

官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

先
月
二
五
日
赤
十
字
病
院
に
持
病
の
痔
疾
の
た
め
入
院

し
た
。
手
術
す
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
転
地
静
養
す
れ
ば

よ
い
旨
、
国
府
津
へ
行
き
、
湯
河
原
温
泉
で
入
浴
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
旨
。
富
士
太
郎
が
台
湾
で
の
職
を
今

夏
に
も
見
切
り
、
外
交
官
試
験
を
受
け
る
と
の
こ
と
に

異
存
は
な
い
が
、
前
後
の
形
勢
等
を
見
据
え
て
無
理
に

急
ぎ
が
な
い
よ
う
に
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

20
号
⑤

045-67

明
治
三
三
年
五
月
九
日

一
九
〇
〇

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府
第

二
種
七
号

大
鳥
富
士
太
郎
殿

華
族
に
列
し
、
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
報
告
。
富
士
太
郎

の
手
紙
に
対
し
、
杉
村
氏
と
も
相
談
し
、
総
督
（
児
玉

源
太
郎
）
も
七
日
に
東
京
帰
着
な
の
で
近
日
中
に
相
談

す
る
旨
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

20
号
⑥

045-50

明
治
三
三
年
五
月
二
〇
日

一
九
〇
〇

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府
第

二
種
七
号
官
舎

大
鳥
富
士
太
郎
殿

台
湾
よ
り
の
蜜
柑
の
苗
、
無
事
到
着
。
長
谷
川
に
よ
れ

ば
、
必
ず
根
生
付
く
だ
ろ
う
と
の
事
。
本
日
児
玉
総
督

を
訪
問
し
、
富
士
太
郎
の
転
任
の
件
の
話
を
し
た
旨
。

家
の
新
築
、
バ
ナ
ナ
の
件
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

20
号
⑦

045-52
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治
三
三
年
九
月
七
日

一
九
〇
〇

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府
官

舎　大
鳥
富
士
太
郎
殿

台
湾
総
督
府
民
政
長
官
後
藤
新
平
が
着
京
し
た
。
義
和

団
の
乱
も
一
段
落
で
、
此
後
は
、
ど
う
い
う
政
策
を
と

る
か
が
大
切
で
あ
る
。
厦
門
の
形
勢
が
不
穏
で
、
御
多

忙
と
思
う
が
、
勉
職
を
専
一
に
し
、
進
退
を
考
え
る
よ

う
に
。
家
の
新
築
、
日
本
家
屋
が
出
来
上
が
っ
た
の
で

引
き
移
っ
た
旨
。
黒
田
清
隆
伯
爵
が
死
去
し
、
残
念
で

あ
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

20
号
⑧

045-69

明
治
三
三
年
九
月
一
一
日

一
九
〇
〇

書
簡

東
京

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府
官

舎　大
鳥
富
士
太
郎
殿

富
士
太
郎
の
従
五
位
位
記
写
し
送
付
。

状

２

叙
位
状
写
同
封
。

封
筒
と
も

紀
要

20
号
⑨

045-68

明
治
三
三
年
一
〇
月
三
日

一
九
〇
〇

書
簡

東
京
麻
布　

大
鳥
圭
介

台
湾
台
北
総
督
府
官

舎　大
鳥
富
士
太
郎
殿

新
宅
は
色
々
便
宜
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
お
り
、
電
灯
が
つ

き
、
各
室
は
白
昼
の
よ
う
だ
と
子
供
も
大
悦
び
で
あ
る
。

洋
館
の
方
は
、
な
お
工
事
が
残
っ
て
い
る
。
富
士
太
郎

が
従
五
位
に
叙
さ
れ
、
天
皇
陛
下
に
拜
謁
、
天
盃
下
賜

に
つ
い
て
爵
位
局
よ
り
問
い
合
せ
が
あ
っ
た
が
、
台
湾

に
在
職
中
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
出
京
時
に
式
を
行
う

と
の
こ
と
。
内
閣
が
変
わ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
結
局
伊

藤
博
文
が
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う

な
れ
ば
高
等
文
官
任
用
令
の
改
正
が
絡
み
、
富
士
太
郎

に
に
有
利
に
な
る
だ
ろ
旨
な
ど
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

20
号
⑩

045-70

明
治
四
二
年
一
二
月
一
一
日

一
九
〇
九

書
簡

国
府
津

大
鳥
圭
介

東
京
本
郷
曙
町
三
番

宮
崎
言
成
様

掛
軸
の
選
別
を
頼
ま
れ
た
が
、
国
府
津
へ
戻
っ
た
の
で
、

三
月
に
帰
京
す
る
ま
で
待
っ
て
ほ
し
い
旨
な
ど
。

巻
子

１

木
箱
と
も

封
筒
と
も
表
装
紀
要

20
号
⑪

045-140

二
、書
簡（
圭
介
差
出
以
外
）

明
治
二
七
年
六
月
九
日

一
八
九
四

書
簡

内
田
定
槌

大
鳥
公
使
閣
下

日
清
戦
争
開
戦
直
前
に
、
朝
鮮
京
城
領
事
館
の
内
田
定

槌
か
ら
大
鳥
圭
介
公
使
宛
て
の
書
翰
。
清
国
の
朝
鮮
出

兵
の
機
運
に
対
し
、
日
本
軍
の
京
城
入
京
を
要
請
す
る
。

状

１

包
紙
は
反
古
紙
転
用
（
そ
し
な
牧
野

英
子
）。

包
紙
あ
り

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-87

明
治
二
三
年
一
〇
月
一
三
日

一
八
九
〇

書
簡

神
戸
海
岸
桟

橋
常
盤
宅　

大
鳥
富
士
太

郎

東
京
市
小
石
川
区
表

町
九
十
八
番
地　

斎
藤
良
知
殿

英
国
留
学
に
向
か
う
航
海
で
、
日
本
最
後
の
寄
港
地
神

戸
か
ら
、
の
ち
に
結
婚
す
る
齋
藤
良
子
の
実
父
へ
の
書

翰
。
翌
日
の
上
海
へ
の
出
帆
を
控
え
、
親
族
・
従
弟
と

名
残
り
を
惜
し
む
と
と
も
に
、
齋
藤
氏
家
族
へ
の
心
遣

い
を
記
す
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-91

明
治（
二
三
）年（
一
〇
）月
一
三
日
一
八
九
〇

書
簡

ふ
じ
（
大
鳥

富
士
太
郎
）
お
よ
し
（
齋
藤
良
子
）

宛

英
国
留
学
出
発
を
前
に
、
良
子
に
対
す
る
熱
い
心
情
と

英
国
に
於
け
る
勉
学
に
励
む
決
意
を
記
す
。

状

１

年
次
不
載
、
記
載
内
容
か
ら
明
治

二
三
年
一
〇
月
と
推
定
。
一
三
日
晩

と
あ
る
こ
と
か
ら
、045-91

と
同
封

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-90

明
治（
二
三
）年
一
〇
月
三
〇
日
一
八
九
〇

書
簡

よ
し
子

ふ
じ
太
郎
様

英
国
留
学
に
向
か
う
富
士
太
郎
に
対
し
日
本
出
発
前
後

の
模
様
や
無
事
安
着
を
願
っ
て
浅
草
寺
へ
行
っ
た
こ
と

な
ど
近
況
を
知
ら
せ
る
。

状

１

年
次
不
載
、
文
中
の
齋
藤
良
知
宛
て

書
翰
、
大
鳥
圭
介
の
在
清
国
の
記
載

な
ど
か
ら
明
治
二
三
年
と
推
定
。

多
色
刷
春
景
料

紙
複
合
使
用

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-81

明
治（
二
四
）年
二
月
二
七
日

一
八
九
四

書
簡

ふ
じ
た
ろ
う
尊
大
人
（
父
圭
介
）
英
国
留
学
中
の
富
士
太
郎
か
ら
書
翰
。
父
の
朝
鮮
公
使

就
任
に
つ
き
、
苦
労
を
心
配
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の

外
交
観
を
吐
露
す
る
。
ア
メ
リ
カ
経
由
で
帰
国
す
る
旨

の
諒
解
を
得
る
。

状

５

045-88, 045-89

は
包
紙
で
一
括
。

包
紙
と
も

罫
紙
使
用

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-88
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治（
二
四
）年
一
〇
月
三
〇
日
一
八
九
一

書
簡

大
鳥
富
士

太
郎

お
よ
し
（
齋
藤
良
子
）

様

英
国
留
学
中
の
富
士
太
郎
か
ら
、
良
子
へ
の
本
心
か
ら

の
想
い
及
び
近
況
と
将
来
の
展
望
を
記
す
。

状

６

年
次
不
載
、
一
〇
月
二
八
日
の
濃
尾

地
震
の
記
載
が
あ
る
の
で
明
治
二
四

年
と
推
定
。

罫
紙
使
用

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-89

明
治（
三
一
）年
一
〇
月
一
六
日
一
八
九
八

書
簡

東
京
本
郷
三

ノ
廿
三

大
鳥
次
郎

台
湾
台
北
六
号
第
二

種
官
舎　

大
鳥
富
士

太
郎
様

夏
休
み
に
は
伊
豆
戸
田
の
水
泳
場
に
行
き
、
皇
太
子

（
大
正
天
皇
）
も
数
回
来
臨
し
た
旨
。
奥
田
氏
（
長
女

ひ
な
一
家
）
が
転
宅
し
た
た
め
麻
布
の
本
宅
は
「
空
」

に
な
っ
た
が
、「
空
」
に
し
て
お
く
の
は
父
上
（
圭
介
）

に
と
っ
て
も
不
都
合
な
の
で
、
富
士
太
郎
兄
が
帰
京
し
、

家
事
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
希
望
す
る
旨
。
良
子
姉
が
十

月
一
四
日
に
無
事
に
台
湾
へ
着
い
た
こ
と
の
慶
賀
を
記

す
。

状

１

年
次
不
載
、
貼
付
の
切
手
か
ら
明
治

三
一
年
以
前
と
推
定
。

封
筒
と
も

紀
要

19
号
⑦

045-83
明
治
三
二
年
一
月
一
八
日

一
八
九
九

書
簡

小
石
川
表
町

五
六

木
下
常

牛
込
加
賀
町
二
ノ

十
三　

大
鳥
良
子
様

昨
年
末
大
鳥
家
が
牛
込
区
加
賀
町
へ
転
宅
し
た
と
の
書

翰
に
対
す
る
返
書
。
返
事
が
遅
く
な
っ
た
詫
び
と
近
況

を
伝
え
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-85

明
治
三
三
年
九
月
九
日

一
九
〇
〇

書
簡

東
京
麻
布
東

鳥
居
坂

大
鳥
内
（
壽

（
す
）
ゞ
）

台
北
第
二
種
七
号
官

舎　大
鳥
良
子
様

御
依
頼
の
品
取
り
揃
え
る
こ
と
。
依
頼
の
コ
ー
ト
の
色

上
げ
は
黒
に
す
る
諒
解
を
得
る
。
新
築
の
家
に
引
き

移
っ
た
こ
と
や
、
良
子
の
義
姉
の
懐
妊
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
良
子
自
身
が
懐
妊
し
た
ら
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ

う
依
頼
す
る
。

状

１

封
筒
と
も

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-84

明
治（
三
六
）年

一
九
〇
三

書
簡

猪
苗
子

御
姉
上
様

夫
君
大
鳥
富
士
太
郎
の
外
遊
（
行
先
未
詳
）
に
随
行
す

る
義
姉
良
子
宛
の
書
翰
。
航
海
中
の
困
難
に
同
情
を
寄

せ
る
。

状

１

年
次
不
載
、
文
中
に
明
治
三
六
年
生

ま
れ
の
大
鳥
富
士
太
郎
の
長
男
・
圭

三
が
「
圭
ち
ゃ
ん
」
と
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
以
降
と
推
定
。
差
出

人
の
猪
苗
子
は
富
士
太
郎
の
実
妹

「
い
な
」
と
推
定
。

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-80

明
治
四
〇
年
一
月
一
八
日

一
九
〇
七

書
簡

V
ia 
Londier et 
aw
eiugue

M
ajam

e 
F
.O
tori

T
okio 
Japon

（
大
鳥
富
士

太
郎
）

東
京
小
石
川
表
町

九
八　

斎
藤
様
方

大
鳥
良
子
様

留
学
先
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
妻
良
子
へ
の
書
翰
。
旅
順
の

忠
魂
碑
建
立
寄
附
に
賛
同
す
る
。
該
地
で
の
日
本
風
の

生
活
ぶ
り
や
知
人
の
動
向
を
伝
え
る
。
ま
た
、
仕
送
り

に
関
す
る
心
配
を
記
す
。
歌
三
首
を
付
す
。

状

２

封
筒
と
も

（
大
鳥
家
家
紋

入
り
）

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-96

明
治（
四
〇
）年
五
月
一
三
日

一
九
〇
七

書
簡

（
齋
藤
）
力

姉
上
様

香
港
に
転
居
し
た
姉
大
鳥
良
子
に
宛
て
た
齋
藤
力
よ

り
の
書
翰
。
大
学
卒
業
を
控
え
、
横
浜
正
金
銀
行
就

職
の
見
込
み
や
将
来
の
展
望
な
ど
自
身
の
近
況
、
良

子
の
実
家
齋
藤
家
や
婚
家
大
鳥
家
の
状
況
を
伝
え
る
。

状

１

年
次
不
載
、
文
中
に
中
村
是
公
氏
の

関
東
都
督
就
任
の
記
載
が
あ
る
こ
と

か
ら
明
治
四
〇
年
と
推
定
。
差
出
人

の
力
は
良
子
の
実
弟
。

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-74

昭
和
七
年
二
月
一
〇
日

一
九
三
二

書
簡

上
田
市
厩
裏

町佐
藤
甫

東
京
市
千
駄
谷
町
向

山
四
九　

前
田
庄
五

郎
様

大
鳥
圭
介
の
嫡
孫
圭
三
の
借
金
を
肩
代
わ
り
し
た
前
田

庄
五
郎
に
宛
て
た
佐
藤
甫
の
書
簡
。
銀
行
小
切
手
受
け

取
り
の
礼
状
と
領
収
証
。

状

２

金
五
三
銭
余
領
収
書
。

封
筒
と
も

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-86

昭
和
八
年
一
月
一
八
日

一
九
三
三

書
簡

日
本
橋
区
吉

川
町
十
一

飯
塚
徳

市
内
牛
込
区
加
賀
町

二
―
一
三

大
鳥
圭
三
様

来
翰
と
品
々
拝
受
の
礼
状
。

は
が
き
１

紀
要

21
号
掲

載
予
定

045-97
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

昭
和（
二
〇
）年
一
二
月
一
九
日
一
九
四
五

書
簡

圭
三

百
合
子
殿
・
純
子
殿
大
鳥
圭
介
の
嫡
孫
圭
三
か
ら
妹
の
百
合
子
・
純
子
に
宛

て
た
書
簡
。
圭
三
の
弟
豊
彦
の
定
期
預
金
通
帳
や
強
制

疎
開
の
際
処
分
し
た
物
品
な
ど
に
つ
い
て
。

状

３

年
次
不
載
。
文
中
の
記
載
か
ら
昭
和

二
〇
年
と
推
定
。「
野
村
生
命
小
田

原
支
部
」
の
便
箋
使
用
。

045-100

昭
和
五
五
年
四
月
二
五
日

一
九
八
〇

書
簡

立
川
市
羽
衣

町
二
―
七
―

十
一

阿
部
精
一

港
区
麻
布
台
三
―
四

―
四
光
恵
マ
ン
シ
ョ

ン
一
〇
三
号

大
鳥
蘭
三
郎
様

阿
部
孫
十
郎
が
麻
布
区
兵
事
義
会
資
金
募
集
に
尽
力
し

た
こ
と
に
対
す
る
謝
状
。

状

４

謝
状
コ
ピ
ー
一
点
、
謝
状
写
し
一
点
、

文
政
一
一
年
江
戸
大
絵
図
コ
ピ
ー
一

点
、
手
紙
一
点
。

封
筒
と
も

045-137
三
、日
記
・
記
録

慶
応
四
年

一
八
六
八

南
柯
紀
行 

上
（
大
鳥
圭
介
）

南
柯
紀
行 

上

冊

１

紀
要
18

号

045-142

慶
応
四
年

一
八
六
八

南
柯
紀
行 

中
（
大
鳥
圭
介
）

南
柯
紀
行 

中

冊

１

045-143

慶
応
四
年

一
八
六
八

南
柯
紀
行 

下
（
大
鳥
圭
介
）

南
柯
紀
行 

下

冊

１

045-144

慶
応
四
年

一
八
六
八

南
柯
紀
行
（
木

箱
）

（
大
鳥
圭
介
）

南
柯
紀
行 

上
・
中
・
下 

三
冊
の
入
っ
て
い
た
木
箱
。

木
箱

１

箱
蓋
割
れ
。

「
四
拾
号
」

「
一
三
五
」
の

紙
シ
ー
ル
あ
り

「
大
鳥
蘭
三
郎

様
」
の
付
箋
収

納
。

045-141

慶
応
四
年

一
八
六
八

（
五
稜
郭
の
戦

い
な
ど
書
上
）
（
大
鳥
圭
介
）

南
柯
紀
行
写
し
。

状

196

状
が
二
折
に

な
っ
て
重
な
っ

て
い
る
。

045-35

明
治
五
〜
六
年

一
八
七
二

（
イ
ギ
リ
ス
・

ア
メ
リ
カ
滞
在

記
録
）

（
大
鳥
圭
介
）

イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
記
録
、
明
治
五
年
八

月
二
三
日
〜
翌
年
一
〇
月
一
四
日

冊

１

福
本
龍

『
明
治

五
・
六

年　

大

鳥
圭
介

の
英
・

米
産
業

視
察
日

記
』

045-22

明
治
二
一
年
三
月
二
九
日
〜

　
　

二
二
年
二
月
一
日

一
八
八
八

（
東
北
・
茨
城

な
ど
旅
行
記

録
）

（
大
鳥
圭
介
）

東
北
・
茨
城
な
ど
旅
行
中
の
記
録
、
明
治
二
一
年
三
月

二
九
日
〜
明
治
二
二
年
二
月
一
日

冊

１

045-33

明
治
二
二

一
八
八
九

（
北
海
道
旅
行

記
録
）

（
大
鳥
圭
介
）

北
海
道
旅
行
中
の
記
録
、
明
治
二
二
年 

七
月
一
四
日

〜
八
月
一
一
日

冊

１

045-23

明
治
三
二
年

一
八
九
九

吾
家
之
歴
史

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。
二
月
二
八
日
圭
介
六
八
回
の
誕
辰
に
て
小
宴
会

の
記
述
な
ど
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
明
治
三
二
年
警
醒
社

書
店
日
記
帳
）

045-34

明
治
三
四
年

一
九
〇
一

明
治
三
十
四
年

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。
五
月
五
日
裕
仁
親
王
御
命
名
式
の
記
述
な
ど
。
冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）

045-25

明
治
三
五
年

一
九
〇
二

明
治
三
十
五
年

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

詩
歌
書
上
の
雑
記
帳
と
し
て
活
用
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）
破

損
大
。

045-26

明
治
三
六
年

一
九
〇
三

明
治
三
十
六
年

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。
五
月
七
日
・
九
日
徳
川
慶
喜
公
の
記
事
、
落
書

あ
り
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）

045-27
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

明
治
三
九
年

一
九
〇
五

明
治
三
十
九
年

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。
一
月
二
〇
日
乃
木
大
将
凱
旋
の
記
事
な
ど
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）

045-28

明
治
四
〇
年

一
九
〇
七

明
治
四
十
年　

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。
三
月
三
一
日
山
内
長
人
来
話
の
記
事
な
ど
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）

045-29

明
治
四
一
年

一
九
〇
八

明
治
四
十
一
年

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。
一
一
月
四
日
枢
院
参
集
、
訪
赤
松
範
一
宅
の
記

述
な
ど
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）

045-30
明
治
四
二
年

一
九
〇
九

明
治
四
十
二
年

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）
表

紙
欠
。
付
箋
挟
込
あ
り
。

045-31

明
治
四
三
年

一
九
一
〇

明
治
四
十
三
年

當
用
日
記

（
大
鳥
圭
介
）

日
記
。
大
鳥
富
士
太
郎
に
関
す
る
記
事
が
散
見
。

冊

１

鉛
筆
書
き
。（
博
文
館
日
記
帳
）

045-32

明
治
二
八
年

一
八
九
四

（
在
台
湾
日
記
）（
大
鳥
富
士

太
郎
）

富
士
太
郎
在
台
湾
日
記
。
六
月
九
日
台
湾
総
督
府
開
庁

式
の
記
述
な
ど
。
三
月
二
三
日
〜
八
月
三
一
日

冊

１

鉛
筆
書
き
。

045-24

明
治
三
一
年
一
月
一
日

一
八
九
七

紙
屑
可
古

ふ
じ
（
大
鳥

富
士
太
郎
）

台
湾
ニ
関
ス
ル
諸
問
題
と
明
治
三
一
年
日
記

冊

１

綴
切
れ
あ
り
。

045-145

四
、写
真

大
鳥
圭
介
肖
像

銀
板
写
真
複
製

大
鳥
圭
介
肖
像
銀
板
写
真
複
製

写
真

１

幕
末
期
の
も
の
の
複
製
。

045-147
大
鳥
圭
介
肖
像

写
真

大
鳥
圭
介
晩
年
の
眼
鏡
を
か
け
た
肖
像
写
真

写
真

１

額
付
。

「
大
鳥
蘭
三
郎
」

の
ラ
ベ
ル
貼

付
。

045-149

明
治
四
四
年
六
月
二
〇
日

一
九
一
一

大
鳥
圭
介
写
真

帳

大
鳥
圭
介
肖
像
・
葬
儀
写
真

冊

１

学
習
院

大
学
史

料
館
編

『
幕
末
明

治
の
古

写
真
』

045-148

五
、書
籍

壬
辰
閏
月
二
三
日

（
一
八
三
二
）
東
坡
仏
印
語
録

問
答

内
題
「
東
坡
仏
印
禅
師
語
録
問
答
目
録
」
朱
筆
「
壬
辰

閏
月
廿
三
日
之
夜 

蕉
隠
手
記
」
あ
り
。

綴

１（19
丁
）「
南
畝
文
庫
」「
寺
田
実
図
書
印
」
朱

印
あ
り
。
綴
切
れ
。

一
七
・
〇
×

二
三
・
六

045-8

万
延
元
年
一
〇
月

一
八
六
〇

萬
国
綜
覧　

全

　

神
仙
逸
士
鵬

圭
介
識
于
藍

青
書
屋
南
軒

下

世
界
各
国
の
緯
度
経
度
、
面
積
の
一
覧
表
。

鋪

１

木
版　

最
大

一
〇
三
・
五

×
九
一
・
〇

（
一
七
・
三
×

二
七
・
五
）、
裏

表
紙
「
大
鳥
蘭

三
郎
」
の
ラ
ベ

ル
貼
付
。

045-4

元
治
二
年
三
月

一
八
六
四

官
版 

山
砲
演

武 

全　

陸
軍
所

煩
砲
学
書
。「
例
言　

原
書
ハ
「
イ
ン
ス
ト
リ
ュ
ク
シ
ョ

ン
、ホ
ル
、モ
ウ
ン
テ
イ
ン
、ア
ル
チ
レ
リ
ー
」
ト
題
シ
、

山
砲
教
練
ト
云
ヘ
ル
義
ナ
リ
」。

冊

１（木
版

51
丁
、

銅
板
図

４
丁
）

一
二
×

一
八
・
一　

『
国
書

総
目

録
』
高

知
、
旧

海
兵
、

旧
彰

考
、
島

田
貞
一

045-1
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

蘭
人
直
伝
軍
鼓

譜
点

江
戸
定
詰
御

足
軽　

大
番

組
覚 

小
幡

律
之
助

多
ヶ
谷
市
左
衛
門
殿
裏
表
紙
に
「
此
秘
伝
他
言
間
宣
者
也 

多
ヶ
谷
市
左
衛

門
」
と
あ
り
。
／
軍
鼓
の
譜
点
の
楽
譜
。

冊

１（39
丁
）

一
六
・
七
×

二
五
・
二

045-7

明
治
八
年
八
月

一
八
七
五

暹
羅
紀
行 

完

工
部
省

印
刷
。
大
鳥
圭
介
が
墺
国
セ
ッ
フ
ァ
ー
公
使
に
同
行
し

た
際
の
報
告
書
。
シ
ャ
ム
へ
の
水
陸
巡
歴
及
び
各
地
目

撃
の
景
況
、
地
理
・
王
系
・
政
体
・
宗
門
・
風
俗
・
盤

谷[

バ
ン
コ
ク]

・
風
土
等
に
つ
い
て
。

冊

１（138
丁
）

一
二
・
七
×

一
七
・
四

付
図
と

も
に
国

会
図
書

館
デ
ジ

タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ

リ
ー
で

閲
覧
可

能
。

045-2

（
明
治
八
年
八
月
）

一
八
七
五

暹
羅
紀
行
図

印
刷
。
一
〜
四
図
あ
り
。

折
込

綴
帖

１

虫
損
大
。

最
大
四
九
・
三

×
四
五
・
七

（
一
九
・
五
×

二
七
・
〇
）

国
会
図

書
館
デ

ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

で
閲
覧

可
能
。

045-5

明
治
一
二
年

一
八
七
九

木
醋
編

開
拓
使

印
刷
。「
明
治
七
年
大
鳥
圭
介
報
文
」。
木
醋
製
造
説
明

書
。

冊

１（11
頁
）

一
六
×

二
四
・
七　

045-3

明
治
一
九
年
三
月
二
四
日
出
版

武
蔵
国
並
東
京

古
今
沿
革
図
識
大
鳥
圭
介

著
・
東
京
丸

善
商
社
蔵
版

東
京
の
沿
革
に
つ
い
て
。
地
図
彩
色

鋪

１

冊
子
と
も

七
七
×
一
〇
四

045-160

明
治
二
九
年
五
月

一
八
九
六

地
球
儀
用
法　

完

圭
介
手
識

一
丁
目
に
挟
込
状
（「
地
税
賦
課
法　

地
価
賦
課
収
集

賦
課　

仏
国
英
国
」
に
つ
い
て
の
書
上
げ
）
あ
り
。
安

政
四
年
に
大
鳥
が
煙
草
商
伊
勢
谷
宗
兵
衛
の
依
頼
を
受

け
て
翻
訳
し
た
も
の
。
筆
写
・
伝
来
な
ど
の
経
緯
に
つ

い
て
記
載
あ
り
。

綴

１（170
丁
）

一
九
・
〇
×

二
六
・
二

『
国
書

総
目

録
』
静

嘉
、
九

大
、
京

大
、
京

都
府
、

礫
川
、

旧
彰
考

045-9

六
、系
図
・
家
譜

明
治
三
三
年
一
一
月
二
一
日

一
九
〇
〇

大
鳥
家
系
図
・

大
鳥
家
譜

（
大
鳥
圭
介
）

系
図
冒
頭
朱
書
「
朱
卦
引
ノ
分
爵
位
届
へ
差
出
ス 

明

治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
」と
あ
り
。
家
譜
は「
土

田
泰
撰
」。

冊

１（34
丁
）
昭
和
五
三
年
九
月
二
四
日
付
朝
日
新

聞
切
抜
き
「
大
鳥
圭
介
の
手
紙
見
つ

か
る
」
挟
み
込
み
。

一
六
・
〇
×

二
三
・
二

「
慶
應
大
学　

三
四
」
ラ
ベ
ル

あ
り
。

045-6

（
大
鳥
家
系
図
・

大
鳥
家
譜
）

045-6

の
コ
ピ
ー

状

35

045-132

（
大
鳥
家
家
譜

下
書
）

大
鳥
家
譜
下
書
き

状

２

墨
書

045-135
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

（
大
鳥
純
平
以

下
大
鳥
家
・
福

本
家
系
図
）

大
鳥
純
平
以
下
大
鳥
家
・
福
本
家
系
図

便
箋
に

ペン
書

き

１

「
大
鳥
貝
二
郎　

福
本
伝
之
助
は
圭

介
翁
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
人

で
す
。
二
人
共
子
供
の
と
き
か
ら

二
十
四
才
位
ま
で
御
世
話
に
な
り
ま

し
た
」「
○
印
は
今
回
色
々
世
話
す

る
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」
の
メ
モ

書
き
あ
り
。

045-133

紋
本　

大
鳥
家

鶴
の
丸
紋
原
図

状

１

墨
書
、
包
紙
あ
り

045-95

大
鳥
圭
介
略
歴

印
刷
。
大
鳥
圭
介
略
歴

状

２

「
山
崎
有
信
著
、
大
鳥
圭
介
伝
に
よ

る
。」
と
あ
り

045-
128

・134

昭
和
一
二
〜
一
三
年
三
月
〜

三
月

一
九
三
七

〜
三
八

祖
父
圭
介
の
遺

稿
に
就
て

大
鳥
蘭
三
郎

『
中
外
医
事
新
報
第
一
千
二
百
五
十
・
一
・
二
・
三
號
別

刷
』

冊

１

045-136

昭
和
一
四
年
四
月
八
日

一
九
三
九

趣
味
講
座 

祖

父
圭
介
の
自
伝

に
就
い
て

東
京
・
杉
並
・

井
荻
町
二
ノ

一
二
五

大
鳥
蘭
三
郎

『
日
本
医
事
新
報
』
第
八
六
五
号
の
コ
ピ
ー

状

６

二
枚
一
組
で
三
部
あ
り
。

045-131

七
、絵
画
・
和
歌

一
八
六
八

箱
館
大
戦
争
之

図

神
田
須
田
町

沢
村
屋
清
吉

板
・
永
嶋
孟

齋
筆
・
彫
工

銀

箱
館
大
戦
争
之
図
（
三
枚
一
組
錦
絵
）

三
枚
つ

づ
り

３

包
紙
と
も

045-107

明
治
二
七
年
七
月

一
八
九
四

日
清
韓
談
判
之

図

日
本
橋
馬
喰

町
三
丁
目

十
九
番
地
印

刷
兼
発
行
者

井
上
茂
兵

衛
・
軽
茂
画
・

彫
徳

日
清
韓
談
判
之
図
（
三
枚
一
組
錦
絵
）

三
枚
つ

づ
り

３

包
紙
と
も

045-106

明
治
二
七
年
七
月
三
〇
日
印
刷
一
八
九
四

大
鳥
公
使
大
院

君
ヲ
擁
護
シ
入

閣
ノ
際
韓
兵
砲

発
之
図

著
作
兼
印
刷

発
行
者
京
橋

区
本
材
木
町

三
丁
目
二
六

番
地
鈴
木
金

輔　

発
行
所

日
本
橋
区
新

葭
町
二
番
地

加
藤
福
次
郎

大
鳥
公
使
大
院
君
ヲ
擁
護
シ
入
閣
ノ
際
韓
兵
砲
発
之
図
状

１

八
月
二
日
発
行　

五
九
・
八
×

四
四
・
〇

204-3

（
権
中
納
言
敦

忠
・
藤
原
高
光

の
和
歌
筆
写
）

「
あ
ひ
み
て
の　

の
ち
の
こ
こ
ろ
に　

く
ら
ふ
れ
は　

む
か
し
は
も
の
を　

お
も
は
さ
り
け
り
」「
か
く
ば
か

り
へ
が
た
に
（
マ
マ
）
み
ゆ
る
よ
の
な
か
に
う
ら
や
ま

し
く
も
す
め
る
つ
き
か
な
」

状

１

045-92

（
山
辺
赤
人
和

歌
筆
写
）

神
岳
に
登
り
て
作
る
歌

ま
く
り
１

絹
本
劣
化
、
断
裂

045-93
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

（
和
歌
草
稿

色
紙
）

大
正
天
皇
年
祭
時
の
も
の
か

色
紙

２

045-101

八
、領
収
書
等

明
治
一
四
年
一
月
一
八
日

一
八
八
一

青
山
墓
地
券

東
京
府
赤
坂

区
役
所
（
印
）
荏
原
郡
白
金
村
五
百

廿
三
番
地

青
山
墓
地
券
（
二
〇
坪
・
地
価
金
四
〇
円
）

状

１

045-36

昭
和
七
年
一
二
月
二
四
日

一
九
三
二

領
収
証

東
京
市
協
橋

区
銀
座
七
丁

目
三
番
地
丹

羽
一
郎
（
印
）

前
田
庄
五
郎
殿

大
鳥
圭
三
立
替
分
金
五
〇
円
領
収

状

１

045-102

昭
和
一
七
年
七
月
二
二
日

一
九
四
二

特
別
当
座
預
金

通
帳

東
京
市
牛
込

区
通
寺
町
株

式
会
社
第
一

銀
行
牛
込
支

店

大
鳥
良
子
殿

大
鳥
良
子
名
義

冊

１

「
第
一
銀
行
」
は
抹
消
さ
れ
「
帝
国

銀
行
」
と
印
あ
り
。

045-103

一
二
月
二
四
日

記
（
受
取
）

徳
本
（
印
）
前
田
様

金
六
〇
円
の
内
金
五
〇
円
受
取

状

１

045-99

九
、上
郡
関
係

昭
和
四
四
年
四
月

一
九
六
九

郷
土
の
偉
人 

大
鳥
圭
介
の
遺

徳
を
顕
彰
し
ま

し
ょ
う（
印
刷
）

正
二
位
勲
一

等
男
爵　

大

鳥
圭
介
翁
顕

彰
会
発
起
人

上
郡
町
長
川

本
勲
ほ
か

大
鳥
圭
介
銅
像
建
立
に
つ
き
町
民
へ
参
画
呼
び
か
け
の

旨

状

１

045-116

（
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
〇
日
）
一
九
七
〇

（
大
鳥
圭
介
銅

像
建
立
記
念
写

真
）

後
列
右
か
ら
三
番
目
は
大
鳥
蘭
三
郎
ヵ
。

写
真

１

045-113

（
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
〇
日
）
一
九
七
〇

（
大
鳥
家
関
係

者
記
念
写
真
）

前
列
中
央
大
鳥
蘭
三
郎

写
真

１

045-114

昭
和（
四
五
）年

一
九
七
〇

郷
土
の
偉
人　

大
鳥
圭
介
の
生

涯
（
小
冊
子
）

大
鳥
圭
介
翁

顕
彰
会

印
刷

１
１

045-
115

・

127

昭
和（
四
五
）年

一
九
七
〇

大
鳥
圭
介
翁
顕

彰
会
委
員
名
簿

会
長
川
本
勲
ほ
か
副
会
長
四
名
・
委
員
一
四
一
名

状

１

045-129

昭
和
四
五
年
一
二
月
一
〇
日

一
九
七
〇

大
鳥
圭
介
先
生

銅
像
建
設
事
業

報
告

大
鳥
圭
介
先

生
顕
彰
会
会

長
川
本
勲

上
郡
町
内
外
有
志
殿
銅
像
完
成
に
つ
き
寄
付
金
・
支
出
金
内
訳
報
告

状

１

045-117

昭
和
四
五
年
一
二
月
二
〇
日

一
九
七
〇

神
戸
新
聞

大
鳥
圭
介
銅
像
除
幕
式
記
事

新
聞

１

045-118

昭
和
四
五
年
一
二
月
二
〇
日

一
九
七
〇

赤
穂
新
聞

大
鳥
圭
介
銅
像
除
幕
式
記
事

新
聞

１

端
に
「
中
野
明
」「
大
鳥
蘭
三
郎
様
」

の
ペ
ン
書
き
あ
り
。

045-120

昭
和（
四
五
）年

一
九
七
〇

赤
穂
行
写
真

大
鳥
圭
介
除
幕
式
の
時
の
写
真
な
ど
。
う
ち
カ
ラ
ー
写

真
二
枚
。

写
真

22

封
筒
と
も

045-125
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年
月
日

西
暦

史
料
名

作
成
（
差
出
）

宛
名
（
受
取
）

内
容

形
態

数
量

備
考

付
記
事
項

紀
要
等

掲
載
物

請
求

番
号

昭
和
四
六
年
一
月
二
〇
日

一
九
七
一

大
鳥
圭
介
銅
像

写
真

練
馬
区
向
山

二
丁
目
十
ノ

二
矢
野
秀
徳

港
区
飯
倉
片
町
六

光
恵
マ
ン
シ
ョ
ン

一
〇
三
号
大
鳥
蘭
三

郎
様

大
鳥
圭
介
銅
像
製
作
完
成
時
写
真
二
枚
。

写
真

２

封
筒
と
も

045-124

昭
和
四
六
年
一
月
二
〇
日

一
九
七
一

書
簡

矢
野

大
鳥
蘭
三
郎
様

銅
像
制
作
資
料
と
し
て
借
用
の
写
真
返
却
に
つ
き

状

１

045-124

に
同
封
と
思
わ
れ
る
。

045-122
昭
和
四
六
年
一
月
一
四
日

一
九
七
一

書
簡

福
本
久

大
鳥
様

銅
像
完
成
時
の
出
来
に
つ
き
そ
の
時
撮
影
し
た
写
真
を

送
る
旨
。

状

１

045-123

昭
和（
四
八
）年
四
月
二
二
日

一
九
七
三

書
簡

田
村
一

大
鳥
な
を
様

四
月
二
二
日
の
大
鳥
教
授
謝
恩
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真
御
恵

送
に
つ
き
お
礼
。

状

２

045-130

昭
和
五
四
年
九
月
一
〇
日

一
九
七
九

書
簡

兵
庫
県
赤
穂

郡
上
郡
町
上

郡
上
郡
町
役

場

東
京
都
港
区
麻
布
台

三
―
四
―
四
光
恵
マ

ン
シ
ョ
ン
一
〇
三
号

大
鳥
蘭
三
郎
殿

電
話
連
絡
を
受
け
た
写
真
送
付
の
旨
、
大
鳥
圭
介
銅
像

写
真
五
枚
同
封
。

状

１

封
筒
と
も

045-139




